
 

末崎の風土散策 （３９）
～末崎の島と伝説について～ その２

３ 麻腐島(おくされじま）
末崎町泊里の前浜沖に浮かんでいる小さな岩島がある。この島

は麻腐島と呼ばれ、その由緒が次のように云い伝えられている。
泊里に昔から上坊(わんぼう)と云われる家があり、そこの老婆

が布糸を取る麻の皮を水に浸していた。するとどこからか、快い
香りとともに妙なる楽の音が流れてきたという。耳を澄ましたと
ころ、沖の小島のかげ辺りから聞こえてくるようだった。そして、
その音色があまりにも美しい音色だったので、老婆はつい麻を水
に浸けていたことも忘れ、音曲に浮かれ踊り出し我を忘れ、時の
経つのも気付かず、踊り続けたので麻の皮はしっかり腐れてしま
ったという。村人達は、このことがあってから小島を｢おくされ｣
島と呼ぶようになったという。さて村人達はこの楽音を聞いてか
らその島かげに行ってみると、そこには１隻の小舟が漂着してき
ており、妙なる音はその舟に乗っていた人達が奏でていたのだっ
た。舟の中には鎌倉幕府北條時頼時代の神興、祭器、楽器、神亀
元年(７２４)の彫刻がある太鼓の胴、鰐口、瓶子、獅子頭、太刀
等、沢山の財宝が積んであったので、泊里浜まで引いてきて、人
々は相談の上、浜に近い高い所に立派な神社を建て、そこに祭祀
したのが、いまの中森にある熊野神社であるという。
○麻腐島の麻(お)は｢あさ｣のことで、昔はどこでもみられ、これ
を刈りとっては水に浸し、４～５日後とり上げ、芯木から皮を剥
ぎこの皮を繊維として、布、糸、縄、下駄緒等衣服の原料とした
もので古代には最も主要な衣料の原料であった。
４ 千代島(経島)
碁石八景の１つである千代島は、碁石岬灯台の東側にある碁石

で最も大きく、南北２００ｍ、東北８０ｍ、高さ２６ｍ程の島で
ある。干潮の時は陸と島との間を歩いて渡ることが可能となるが、
島は直接太平洋に面し、常時、荒波が激しく泡沫を上げ、白波が
砕け散っており、近くには乱暴谷もあり、大波が寄せるたび、落
雷のような音が辺りを震駭させている。末崎は３方を海に囲まれ
た村で昔から海難事故も多く、従って犠牲者もたくさんでている
ので、これを嘆いた当時の麟祥寺住職が経典を小石に１字づつ書

き(１石１字)犠牲者の供養のため、
この島で祭祀したことから、経島
と呼ぶようになったと伝えられて
いるが、｢千代島｣とも云われ、こ
れは長い間経島と呼んでいるうち
に言葉が訛(なまる)て、転訛し｢き
ょーじま｣が｢ちょーじま｣｢ちよじ
ま｣となったか、また、この島が千
代に八千代に目出度い島であるよ
うにとの意味から｢千代島｣と呼ば
れていると考えられる。（聖）
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